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三側面
（分野に☑）

時差出勤を導入するなど、新しい働き方に対する労務管理体
制を整備したことにより、目標を達成することができた。
リフレッシュ休暇を推奨し、誰もが休みを取りやすい環境整備
に取り組んだが、従業員の減少やシステム導入などで人手が
足らず、日数が伸び悩んだ。

・女性正社員率：2023年30％以上
・有給取得率：2023年平均8日

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年 月10回

ダイバーシティの推進とワークライフバランスの推進により、
働きがいのある職場環境の実現に努めます。

・2023年：女性正社員率20％以上
・有給取得数：年平均10日以上

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・電子化によるペーパーレス化
2023年：20％(8.6万枚)以上削減

従来、紙ベースであった生産者向けの市況リストや仲卸、小売
業者への請求書等一部デジタル化、FAX受信の完全デジタル
化したことにより目標達成することができた。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

情報発信件数月1件以上

前期の指標に対する実績

おいしいと安心の野菜や果物の情報発信により、あらゆる人
の健康増進に努めます。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

ラジオにて定期的に地元の安全安心な野菜をＰＲすることで
目標達成することができた。

食の安心安全に向け、食育や健康増進の為、お客様・生産者・JA・取引先等すべてのステークホルダーとの対話を
大切にし、熊本の大自然の豊かな恵みや全国の青果物をお届けします。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年30％(13万枚)削減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

本業の電子化を通じて環境に配慮した持続可能な社会の実
現に努めます。

社会

経済

環境
ダイバーシティの推進とワークライフバランスの推進により、
働きがいのある職場環境の実現に努めます。

・有給取得日数(1人平均)：
2023年平均7日以上→2026年平
均9日以上

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
本業の電子化を通じて環境に配慮した持続可能な社会の実
現に努めます。

・FAXや社内伝達、生産者様向けの請
求書など紙の使用率：
2026年50％削減(2023年比)

社会

経済

環境
おいしさと安心の野菜や果物の情報発信により、あらゆる人
の健康増進に努めます。

・情報発信件数：
2023年月10回→2026年15回

事業者名 熊青西九州青果株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

熊青西九州青果株式会社は、「熊本の台所を担う職場」であり、火の国の恵を全国へ「よりおいしく」、「安心」を追
求しながら農作物を未来へ繋げます。「熱意・誠意・創意」をモットーに、作物に込められた生産者の思いと努力、自
然の恵みと脅威、そして日本中の健康や幸せを支える食卓など、青果物でつながる大きな世界があることを強く
認識しています。地域・全国の皆様へ安心安全な農作物を新鮮に提供することで持続可能な社会の実現に貢献い
たします。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

環境

安心安全な野菜や果物の提供の継続と未来の大人たちへの
食育活動を積極的に行います

・残留検査：実施100％継続
（3ヶ月に1回以上、主要品目）
・食育活動：年3回以上
（市場見学等）

社会

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など） 前期の指標に対する実績

保育園の運動会のお土産として、地元で採れた果物を提供し
たり、市場見学の依頼を積極的に受入れ、食育活動に取り組
みました。

・残留検査：実施100％継続
（3ヶ月に1回以上、主要品目）
・食育活動：年3回実施
（市場見学等）


